【知的財産権論】知識項目レポート①　
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１．「知的財産」と「知的財産権」の違いについて、述べなさい。
	


２．次の①～⑳は「知的財産」と「知的財産権」のどちらに該当するのか、振り分けなさい。※（）内は参考
　　①音楽CD（著作物）　②特許権（特許法）　③意匠権（意匠法）　④iPS細胞の製造方法（発明）　
⑤宅配便のトラックについてるマーク（商標）　⑥著作権（著作権法）　⑦長寿命の充電池（発明）　
⑧新しい植物の品種（植物の新品種）　⑨劇場映画（著作物）　⑩会社の名称（商号）　⑪商標権（商標法）
⑫自作の油絵（著作物）　⑬実用新案権（実用新案法）　⑭携帯電話の独創的な外観（物品のデザイン）
⑮回路配置利用権（半導体集積回路の回路配置に関する法律）　⑯漫画（著作物）　⑰育成者権（種苗法）
⑱爪切りの構造（考案）　⑲秘伝のタレの作り方（ノウハウ）　⑳ソフトウェア（著作物、発明）
	①～⑳のうち、「知的財産」に該当するもの
	①～⑳のうち、「知的財産権」に該当するもの


３．「知的財産」を「知的財産権」で保護することには、どのようなメリット（効果）があるのか。
	


【知的財産権論】検討項目レポート①　
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１．これは何（に使うもの）だと思いますか？思いつく使用方法を自由に書き出してみましょう。
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２．その使用方法を実現するためには、どのような機能やアイディアが必要でしょうか？①問題点・困った点を考え、②それらを解決するための機能やアイディアを考えましょう。また、その機能やアイディアを採用すると③どのような効果があるかをそれぞれ自由に書き出してみましょう。（2つ程度）
	①問題点・困った点
	②考えられる機能・アイディア
	③効果

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


３．この商品の名前（ネーミング）をターゲットとイメージの設定をもとに考えてみましょう。（2つ程度）
	ターゲット
	イメージ
	名前・ネーミング

	例）　30代の男性
	清潔感
	○○○○

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


【知的財産権論】実践編レポート①　
	名前
	
	学籍番号
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	研究科
	
	コース
	


１．身近な商品・サービスを自由に選択して、そこで使われている知的財産を報告して下さい。なお、既に知的財産の実務経験がある学生は、商品・サービスの知財戦略あるいは開発戦略等でまとめて下さい。
	
	

	
	


